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要旨　筆者は 2007 と 2008 年に、モンゴル国アルタイ山脈の西モンゴル諸集団の社会にお
いて、フィールド調査を行い、現地の人々のアルタイ・エゼン崇拝について考察するなか
で、これと密接な関係にある tuuli の語りのありようを観察した。現地では、tuuli の存続
の危機が噂され、生活基盤において精神的な拠り所を果たしてきた口頭伝承は、単なる芸
能化し、tuuli が伝承を支える背後の生活から遠ざかっている。
　一方、西モンゴル、なかでも、アルタイ山脈のオイラト・モンゴルの諸集団の tuuli は
学者たちに重要視され、歴史的過程や共同体などの意識形態を示す tuuli の精神、および、
その語りの意義が、取り上げられてきた。かくして、現代社会において、伝統文化の保護・
援助プロジェクトが行われ、tuuli もその１項目に挙げられる。それにも関わらず、tuuli
の神髄といった奥深い大切な事柄は長老たちの記憶にのみ保たれ、生活のなかで広く伝え
られる傾向は見られない。
　こうした事情を踏まえて、本稿では、tuuli およびその語りの本質的な意義を検討し、
tuuli の語りは主に聖なる神霊に対する讃美の行為であり、tuuli の主人公の勇者は物語の
世界において英雄的な祖先であると同時に、語り手の世界においても歴史上の先祖であっ
て、tuuli の内容は祖先の英雄的な業績の歴史であると指摘する。
１．はじめに
　モンゴル口承文芸のなかで西モンゴルの叙事詩は、ヨーロッパ人によって最も取り上げ
られた研究対象であり、後にネィティブ研究者たちの注目の中心となって、膨大な採録テ
キストの蓄積がある。そのなかでも、モンゴル国西部1) のアルタイ山脈地域におけるモン
ゴル系諸集団の叙事詩は、最も研究者たちの関心を引いている。この地域の諸集団は叙事
詩にあたる口承文芸を tuuliと呼んでおり、この語に基づいて、モンゴル口承文芸学界では、
一般的に叙事詩のジャンルを、学術的に tuuliと称することになった。
　筆者は研究調査のため、モンゴル国西部のアルタイ山脈地域を訪れ、口承文芸の蓄積の
　　　　　　　　　　　　　　　　
1) モンゴルの西部というのは、ここでモンゴル国の最も西端に位置するバインウルギー、ホブド、ウブ
スといった三つのアイマク（日本の県に当たる行政区分）を指すことにする。モンゴル国では、いくつ
かの地帯区分があり、その区分の目的によって多少ずれがある。ただし、西部という区分には上記の三
つのアイマクは必ず含まれる。
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背後にある現地の人々の生活実態を考察する際、tuuliの語り手（以下、トゥーリチとする）、
および、その継承者たちの育成や、tuuliの伝承状況を目撃し、同時に長老たちの語りを
耳にした。本稿はこうした現地の生活実情を踏まえて、これまで研究者たちに重要視され
てきた叙事詩である tuuliの本質的な意味は何であるかを検討したい。
２．モンゴル国アルタイ山脈地域の西モンゴル諸集団
　西モンゴルはオイラト・モンゴルとも呼ばれるが、この呼び方は、古いオイラト集団の
名に由来する一方、歴史的な分解と受容を重ねるうち、その構成は多様化している。古く
からのオイラト諸集団は、モンゴル帝国の統治下に入ってから、アルタイ山脈の南北を移
動し、長い歴史のなかでより多くの異集団と接触して、四オイラト連合体の結合分解を繰
り返しながら、アルタイ山脈に源を持つイルティシ川の上流域を中心に、天山の南北の麓
まで活躍した。これらの諸集団は、一部はヴォルガ川へ、一部はチベット高原へ移動した。
故地に残った諸部衆は 18 世紀にジュンガル帝国が滅びた後、清朝の支配のもとで再編さ
れ、改めて牧草地を与えられて、政策上、移動させられ、現在の中国新疆、モンゴル国ア
ルタイ山脈地区（歴史上、ホブド参賛大臣の管轄区）に分布している。モンゴル国アルタ
イ山脈地域に分布するモンゴル系諸集団の詳細は次の表１のようになる。
　表１で示したように、アルタイ山脈に分布するモンゴル諸集団にトルグード、ホシュド、
表１　 ホブド地区のモンゴル系諸集団［《=irad-MongGol-un tobci teUke》2000 下巻：
37‒39、274‒288；宮脇淳子 2002：226‒227］
管轄機関 編　　成 下位編成 遊牧地域
ホブド参賛大臣
ドゥルベド左翼盟 11 ソム ウラングム地域
ドゥルベド右翼盟 3ソム ウラングム地域
ホイド２旗 ウラングム地域
ザハチン２旗
アルタイ・ウリヤンハイ以
東、ホブド市以南、ジャサグ
トハン盟以西、新疆以北
ミンガド１旗
ホブド市から東へチルガト
山、ホブド河
オーロド１旗
サグサイ河以南、ブヤント河
西畔
新トルグード２旗
アルタイ山南側、ウルング河
東側
ホシュド１旗 アルタイ山東南渓谷
アルタイ・ウリヤ
ンハイ７旗
イルティシュ河、ホブド河、
チンギル河、ウルング河上流
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ドゥルベド、ホイド、オーロドのほか、ザハチン、アルタイ・ウリヤンハイ、ミンガドが
存在する。これらの集団は基本的に盟、翼、旗ごとに、同一部衆で独立の遊牧地をもらい、
その下位にいくつかのソムを設けて、軍事組織を保った。これらの諸集団は、現在、モン
ゴル国西部におけるホブド・アイマクを中心にアルタイ山脈を跨いで、山間と南北山麓で
牧畜を営んでいる（地図１）。
　ホブド・アイマクには下位に 17 のソムが置かれ、ザハチン、カザフ、ウリヤンハイ、オー
ロド、ドゥルベド、トルグードといった様々な民族や集団が存在する。その人口の約
49.4％はアイマクとソムの役所の所在地に集中するほか、約 50.4％は牧地で暮らしている。
ホブド・アイマクは北から南へ細長く広がり、牧草地は３種類に分けることができ、アル
タイ山脈の北麓に位置する盆地と山中の高地と谷間および南麓の川原が挙げられる。牧民
は主に集団で 17 のソムを構成し、牧草地をもつ。すなわり、ムンヘ・ハイラハンとドー
ト両ソムはウリヤンハイ人が中心で、山中の牧草地を有し、このほかのソムの領域は、ほ
とんどアルタイ山脈と麓の平原に跨っている。このなかで、トルグード人のブルガン・ソ
ムとザハチン人のウエンチとアルタイ両ソムは、アルタイ山脈南部の広大な平原を占め、
残りの 12 のソムは山間と北麓の空間を占めている。このなかでザハチン人は、 ３つのソ
ムに、オーロド、ドゥルベド、ミンガドの集団、そしてカザフ人は、それぞれ一つのソム
に集中しているが、各ソムで、ある程度集団混在が認められる。これらの集団はホブド・
アイマグ以外にバインウルギー、オブスなどのアイマグにもソムを構成しているが、アル
タイ山脈南麓のブルガン・ソムはモンゴル国で唯一、トルグード人が集住するソムとして
知られ、トルグード・ソムとも呼ばれている。
　ザハチン集団は主にモンゴル国ホブド・アイマクのマンハン、ゼレゲ、ムスト、アルタ
イ、ウエンチといった５つのソムに集住している。マンハン・ソムの人口は、1998 年の
統計によると、1,054 戸、5,013 人である［Д.Жагдарбарам：10］。このソムはハラ・ウス湖
やオブス湖などで形成された、内陸湖盆地とアルタイ山脈の接触部に位置し、地形の変化
に富む。地元の人の話によれば、ここに６つの山、６つのウジュール（突出部）、６つの
トハイ（川の湾曲部）、６筋の川がある。６つの山はジラガラント、ジンスト、フレン・フ・
ハイラハン、ゴー・ハイラハン、ホールザ、タルバガタイなどの山である。これらの山に
はそれぞれオボーがあり、その周辺の牧民たちによって祭られている。そのなかでフレン・
フ・ハイラハンという山は、ソム全員が祭っている。マンハン・ソムのザハチンは、さま
ざまなオボーを祭っているという。山のオボーはその一種であり、そのほかは川のオボー、
家畜を記念したオボー、農耕を始めた記念のオボーがある。
　アルタイ・ウリヤンハイは主にホブド・アイマクのムンヘ・ハイラハン・ソム、とドー
ト・ソムとバヤン・ウルギ・アイマクのブルガン・ソムに集住している。1989 年の調査
によると、モンゴル国全土でアルタイ・ウリヤンハイ人は 24,378 人、全人口の１％を占め、
1998 年の人口調査によると、ドート・ソムは 540 戸の 2,400 人であり、ムンヘ・ハイラハ
ン・ソムは、538 戸、2,573 人である［М.Ганболод2001：９］。ムンヘ・ハイラハンとドー
トの両ソムは、それぞれ中心地から 127kmと 62km離れてアルタイ山脈山中の標高 2,400
ｍのところに位置する。
　ホブド・アイマクのエレデニ・ブレン・ソムに一部のオーロド集団は集住している。
1989 と 1997 年の統計によれば、ホブド・アイマクのオーロドの人口は 1,400 戸、7,000 人
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であり、エレデニ・ブレン・ソムで 796 戸、3,774 人である［Н.Намсрай1999：18］。ジュ
ンガル帝国の中心たりしオーロド集団は、後に清朝によって分散され、さまざまな地域に
移住させられた。ホブド・アイマグにいるオーロドは、清朝によってハンガイ山脈の周辺
に移住させられたオーロド集団の一部が自発的に里に戻った人たちの後裔である。1696
年にジュンガルと清朝の間に起こった戦争で、ジュンガルの敗兵たちが、清朝によってハ
ンガイ山脈の周辺に移住させられ、そのなかの一部は密かにアルタイ山脈の故地へ戻り、
現在の地域に住みついた。
　トルグード集団はブルガン・ソムに集中している。ブルガン・ソムは万年雪山のムンヘ・
ハイラハンを障壁にアルタイ山脈の南麓にある。ブルガン・ソムの名称はブルガン川に由
来する。ブルガン川の下流はブルガン・ソム内を貫流するからである。ブルガン・ソムの
人口は１万人弱であり、そのなかでトルグート人は 80％を占め、そのほかハルハ、ザハ
チン、ウリヤンハイ、カザフなどの、幾つかの集団が含まれている。ブルガン・ソムのト
ルグードは、18 世紀末、ホブド参賛大臣に管轄されたトルグートの２つの旗に起源する。
言い換えれば、これらのトルグード人はジュンガル帝国の滅亡後、清朝によってアルタイ
山南側、ウルング河東側に移住させられたトルグード人の後裔である。
　ドゥルベド集団の一部はホブド・アイマグのドゥルゲン・ソムにいるほか、ほとんどオ
ブス・アイマクに集住している。現在オブス・アイマクの人口においてドゥルベド集団は
40％を占め、42,000 人、バイド集団は 35％を占め、26,000 人いる2)。
３．モンゴル国アルタイ山脈地域の西モンゴル諸集団における調査について
　筆者の調査は 2007 年９月１～21 日まで、2008 年８月 21～９月 20 日まで２回モンゴル
地図１　モンゴル系諸集団の分布におけるアルタイ山脈地域3)
　　　　　　　　　　　　　　　　
2) http://www.geocities.jp/sato032/uvs.html#2
3) http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3% 83% 95%E3% 82%A1%E3% 82%A4%E3% 83%AB:Mongolia_and_
Mongol_Autonomous_Subjects_in_The_PRC.png
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国西部のアルタイ山脈地域で行った。調査の具体的な地域を地図２～５［出典：Wikipe-
dia The Free Encyclopedia］4) で示す。モンゴル国の西部には、全土における 21 集団の
ほぼ 80％が集中し、ホブド・アイマクのホブド市はその中心地とされている。ホブド市
はハラ・ウス盆地に位置し、近くにブヤント川、ホブド川が流れ、ハラ・ウス湖に注ぐ。
　2007 年の調査は、モンゴル国西部のホブドとオブス（地図２～３）という２つのアイ
マクの人々を対象に実施し、ザハチン、ウリヤンハイ、オーロド、ドゥルベドの４つの集
団を中心に聞き取り調査を行った。今回の調査ルートはホブド市（地図４）を出発して、
ザハチン集団のマンハン・ソム5) に到着し、そこから険しい山道を走って、山奥にあるウ
リヤンハイ集団のムンヘ・ハイラハン・ソムとドード・ソムを訪れた（地図４）。その後、
オーロド集団のエレデンブリン・ソムをたずねて、ホブド市に戻り、同市で６日間調査を
行って、オブス・アイマクへ赴き、ドゥルベド集団のトゥルグン・ソム（地図４～５）を
訪れた。調査では、現地の人々はアルタイン・エゼンをどのように考えているか、このエ
ゼンに対してどのような信仰行為を行っているのかを課題にした。2008 年の調査は、ホ
ブド・アイマグのブルガン・ソムでトルグード集団をめぐって生活のありようを考察し、
地図２　モンゴル国ホブド・アイマグ 地図３　モンゴル国オブス・アイマグ
地図４　ホブド・アイマグの下位行政区 地図５　オブス・アイマグの下位行政区
　　　　　　　　　　　　　　　　
4) http://en.wikipedia.org/wiki/Khovd_Province;http://en.wikipedia.org/wiki/Uvs_Province
5) ソムはアイマクの下位行政単位。
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語り継がれる伝承に注目した（地図４）。２回にわたるフィールドワークを通じてアルタ
イ山脈における様々な集団と触れ合い、口承文芸の伝えられる生活世界に臨むことができ
た。自然環境や生活実情を踏まえて、諸集団の人々が自然とどのような精神的なつながり
をもっているのかを考察していくなかで、現地での tuuli （叙事詩）の語りの現状を観察し
た。
４．モンゴル国のアルタイ山脈地域の西モンゴルにおける tuuliの語りの状況
　筆者はホブド・アイマクの地方で 348kmの旅をした際、マンハン、ムンヘ・ハイラハン、
ドート、エレデニブリンというソムで、民間における tuuliの認識度を観察した。マンハ
ンとエレデニブリンの両ソムでは、人々は tuuliの語りに馴染みが薄い。人々はほとんど
芸能の tuuliしか聞いたことがない。マンハン・ソムでは、筆者の受け入れ先である芸能
センターの職員に紹介された牧民の家に自ずと友達が集まり、人々は民謡に親しみ、男女
の間で呼びかけ歌と返し歌をやり取りして遊んでいた。彼らが知っているのは、外国人や
研究者たちが尋ねてくるウリヤンハイ人のトゥーリチである。
　ムンヘ・ハイラハンとドート両ソムはウリヤンハイ人の領域であり、筆者は数軒のウリ
ヤンハイ人の民家を訪れた。ムンヘ・ハイラハンで、ハラヌドン（69 歳の女性）の一家
およびその娘の一家と隣のバルト（59 歳の男性）の一家の住居に立ち寄った。この人た
ちはセンヘル川の畔に秋営地を置き、山羊を主とする小型家畜を放牧している。彼らは牧
畜生活の上で助け合っている牧民たちである。
　筆者は彼らに tuuliやトゥーリチのことをたずねると、若い世代は、けげんな顔をしたが、
ハラヌドンは筆者が質問した tuuliのことを「我々はトゥージという」と言い、ほとんど
聞けなくなったと語った。tuuliの伝統はこれらの牧民の生活から遠ざかっているように
思われる。さらに、ムンヘ・ハイラハン・ソムの中心地で芸能センターの責任者に会い、
地元の長老たちに引き合わせてもらった。長老たちに日常生活のなかでのアルタイ・エゼ
ンに対する信仰行為を語ってもらったが、トゥーリチの情報は得なかった。そこからドー
ト・ソムへ進む途中、アラグ・バグの牧民たちを訪ねた。このあたり一帯に、バトマンラ
イ（70 代の男性）と彼の親族５戸が住み、来客があると、皆集まってミルクで作った酒
で杯を回して民謡を楽しむのである。そこでアルタイ・エゼンに対する日常的な信仰行為
を、老若男女を問わず語りつたえている。そして、我々のような、外からやってくる者へ
の、現地の人の注意は、この地のどのような石でも勝手にもって行ってはいけないという
ことである。なぜならば、ヌトックのエゼンが怒るからだという。ツェツェグバヤル（30
代の女性）の話によれば、この間、あるヨーロッパ人の観光者がエメゲン・ハダ6) の近く
から一つの石を持ち出したので、ヌトックのエゼンが暴れて大変なことになり、石を取り
戻してやっと怒りが静まったという。この地の人々はヌトックのエゼンをなだめることに
慎重である。
　そのうち、tuuliの話を聞くと、バトマンライは、昔、父から tuuliの語りを聞いていた
　　　　　　　　　　　　　　　　
6) 「エメゲン」は「老婆」を、「ハダ」は「岩」を意味する。ある山の岩が、遠望すると、頭巾を被った
老婆の姿に見えることから地名になり、観光客がよく訪れる。
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そうである。彼の父親はシレンデビと言い、名の知られたトゥーリチの一人であり、「幸
せなウラン・ブトン」、「草原のハラ・ブトン」、「アリギル・ツァガン・オブゲン」といっ
た tuuliを語っていたという。現在、語り手がほとんど亡くなったため、tuuliの印象も褪
せてしまったと、バトマンナイは言う。
　この地を後にして、ドート・ソムに着くと、芸能センターの人を通じて若手のトゥーリ
チに出会った。このトゥーリチはダミリンドルジと言い、小学校の先生として勤務する傍
ら、伝統芸能の伝承者として芸能センターのトゥーリチで活躍している。彼は「ナラン・
ハン・フー」という tuuliの語りを聞かせてくれた。トゥーリチを尋ねてくる人たちに、
彼は家で衣装を身につけ、トブシュルという楽器を弾きながら語って聞かせるという。ダ
ミリンドルジは 16 歳のとき叔父のアビリミデに tuuliの語りを教わった。彼は 20 数年に
わたって、tuuliの語りを続け、現在、二人の小学生の弟子を育てている。ドート・ソム
は有名なトゥーリチであったアビリミデの出身地としてよく知られており、彼の子孫は
トゥーリチを担っている。
　調査はドート・ソムからホブド市を経由にエレデンブリンに着いた。そこで、tuuliの
話は聞けなかった。13 アルタイに数えられるツァンブガル山をヌトックのシンボルとし
て参拝するオーロド集団が暮らしている。調査のルートはエレデンブリンからホブド市に
戻った。ちょうどこのとき、ホブド市で行われた伝統芸能の弟子入り報告チャリティーコ
ンサートを見ることができた。このコンサートはモンゴルとスイス両国の共同で実施され
ている、伝統芸能保護のプロジェクトのプログラムである。プロジェクトは 2006 年から
実施され、モンゴル国西部のホブド、バヤンウルギー、オブスという３つのアイマグにお
ける諸集団の伝統芸能の系譜の、自己申告による発掘が行われた。そして、自己申告があ
れば伝統芸能として認定して、弟子を公募した。認定された伝統芸能の師匠たちは、弟子
を取って後継者を育てている。プロジェクトを実施した一年間の結果報告は、2007 年の
９月にホブド市で行われ、チャリティーコンサートはその一環である。プロジェクトの実
施担当者の話によれば、今回の活動では広場で三日間わたってチャリティーコンサートを
行い、より多くの人々にこのような伝統を知ってもらい、継承に関心を持たせるため宣伝
するという。
　伝統芸能という幅広いテーマの下で民謡、祝詞（ユルール、マグタル）、ホーメ、楽器
演奏、民間舞踊、tuuliの語りなどが報告されている。特に、tuuliの語りは最も重要視され、
ウリヤンハイ、ドゥルベド、バイドの系統の語り手たちがそれぞれ弟子を育てている。ウ
リヤンハイ人のセセルは最も年配のトゥーリチとして尊敬されている。セセルの話によれ
ば、彼はバリュル系統のトゥーリチである。このほか、上述したアビリミデ系統のトゥー
リチがおり、アビリミデとウルトナストという兄弟のトゥーリチの子孫に受け継がれてい
る。アビルミデの息子であるバラドンドルジはホブド市劇団でトゥーリチをつとめており、
今回のコンサートで弟子と共演した（写真１）。これに加えて、バヤンウルギーのウリヤ
ンハイ人であるサムジドは舞踊の師匠だが、「ハリキラ・ハラ・バートル」という tuuliを
語ってくれた。
　ドゥルベドとバイド集団のトゥ－リチは昔から有名であり、そのなかでパルチンという
トゥーリチは広く知られていた。その後、後継者が見られなかったが、今回のプロジェク
トによってパルチンの子孫が後継者として育てられている。彼の師匠に当たるトゥーリチ
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は昔からパルチンの語りを聞いて、tuuliの語りを習った人である。この師匠の話によれば、
ドゥルベドとバイドの tuuliの語りはほとんど同じなので、ドゥルベドとバイドの若手の
トゥーリチを一緒に育てているという（写真２）。
　筆者は tuuliの語りをコンサートの素晴らしい舞台で鑑賞して、芸能ショー的なイメー
ジを強く受けた。そして、こうした公演の場で伝統芸能の存続が、地元の人々に宣伝され
ていることから、その存続の危機が噂され、かつての生活において精神的な拠り所を果た
してきた口頭伝承が、わずかに舞台芸能として存続していることに気づく。tuuliは伝承
を支える背後の生活において存在が危うくなっているようである。だが、伝統芸能として
プロジェクトの項目に置かれる民謡、ユルールなどの口承文芸は、民間生活においてまだ
保たれ続けている。このことは、筆者の調査の際、オブス・アイマクのトゥルゲン・ソム
におけるドゥルベド人の新築祝いでも確認できた（写真３）。祝いに参加した人々は、争っ
て次と次に民謡を歌って、酒碗を回した（写真４）。そして、特に男性は誰でもユルール
ができるのが当たり前で、依頼を受けるとたちまち、その語りが始まる。その流暢な語り
と意味深い祝福は静かに耳を傾ける人々に感動を与えた。
　ドゥルベドの人たちは、両親およびヌトックのエゼンであるアルタイを民謡の対句とし
て歌い表している。人々は日々の生活のなかで、このエゼンを拝んで願いを伝える行為に
ついて争って語っている。
写真１　劇団のトゥーリチ（右）と弟子 写真２　 ドゥルベドとバイドのトゥーリチたち
写真３　新築祝いの参加者 写真４　新築祝いの宴会
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　2008 年、筆者はホブド・アイマグのブルガン・ソムに行った。筆者はいわゆるトルグー
ドの地域で人々の昔語りを聞いていくなかで、歴史的な生活の背景から現社会の実情を理
解し、さらに口承文芸のありようを確かめた。現地では、トルグードはいくつかの下位集
団に分かれており、彼らの語りから、ヌトックの自然に頼って、生き延びてきた生活の歴
史を知ることができる。ここの人たちは、日常生活のなかで先祖や両親の行いを受け継ぎ、
ヌトックのエゼン・サブダグを信仰している。彼らの祈りの言葉は常に「アルタイ・デレ
ヘ」を呼ぶ。昔、アルタイのエゼンをなだめるため、ウリヤンハイ人のトゥーリチを呼ん
で、tuuliを語ったことが、ある長老の記憶からよみがえった。現地では早くから、トゥー
リチはいなくなり、その語りに触れる機会が失われたが、長老の生涯の体験談は近隣の若
者の間でも広く知られている。
　こうした、現代モンゴル社会のなかで、tuuliは存続している。tuuliの語りは、昔から
西モンゴルの社会において宗教的な意味を有し、欠かすことのできない重要な存在である。
モンゴル口承文芸研究の筆頭に置かれた西モンゴル、なかでも、アルタイ山脈のオイラト・
モンゴルの諸集団の tuuliは学者たちに重要視され、取り上げられてきた。かくして、現
代社会において伝統文化の保護・援助プログラムが行われている。だが、トゥーリの神髄
は生活のなかで広く伝えられる傾向は見られない。tuuliの語りの本質的な意味は長老た
ちの記憶に温存されている。
５．tuuliの語りの本質的な意味
　西モンゴルの tuuliにおいて、アルタイの自然環境を生活の基盤にもつ、諸集団の社会
および東西の文化交流が物語の背景に現れ、北は雪や氷に覆われる土地、草原・森林交錯
地帯、南はゴビ・砂漠地帯、東西はゴビ、山、丘陵、平原、湖といった、モンゴル人の活
躍する空間が tuuliの舞台になり、勇者たちの旅だけでなく、住居や武器や装飾品や馬具
の材料、工芸品などにも文化交流の痕跡がある。特に、tuuliにおけるメルゲンの称号を
頂く勇者は 13 のアルタイの自然空間にヌトック（里）をもち、自ら集団の生活空間と食
糧を確保する有力者かつ生業の担い手で、テンゲリ（天）あるいはアルタイ・エゼン（主）
に起源をもつ。
　アルタイ・エゼンは親族と考えられる 13 のアルタイのヌトック（里）から供犠を捧げ
られる、空間的にも宗教的にも、高度な存在で、アルタイの自然全体を司り、人間世界に
子どもを授ける。「アルタイ讃歌」と「叙事詩アルタイ讃歌」を考え合わせるなら、人間
世界のハーンの死後の世界での再生は、アルタイ・エゼンの再誕になり、送り返して子授
けをすると、新しいハーンが生まれ、彼の人生の試練は tuuliの物語に展開する。すなわち、
物語の世界において tuuliの勇者とアルタイ・エゼンは祖先と子孫の関係にある。このこ
とは語り手の世界においても言える。
　西モンゴルの tuuliの内容およびその生成について、ロシア人研究者のベ・ウラヂミル
ツォフは次のように述べている。
　　 　輝かしい勇士や祖先に関して、そして、恐らくは現在聖者天才と見なされている現
代の王公と英雄に関しても遺された民謡叙事詩の遠い古事を歪曲しないように作製さ
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れたものであることは全く疑う余地がなく、各々経験ある唄手は彼が何等かの理由で
好きになった新しい史詩を容易に習得するが、彼自身が新しい史詩を創作し作成する
ことはない、然り、オイラトの西部蒙古ではこのような考えは起こり得ないものと誰
でも思っている［ベ・ウラヂミルツォフ 1938：97］。
　この指摘を踏まえると、西モンゴルで、tuuliは勇士や祖先や王公に関する昔あった事
柄を歪めることなく忠実に作られる。言い換えれば、西モンゴルにおける集団の祖先およ
びリーダーの歴史を前提にして韻文形式で作った口頭伝承は tuuliで、前提にした語りは
Uligerと理解される。また、藤井麻湖の研究による、tuuliの明示レベルの物語と非明示レ
ベルに隠される歴史の解釈において、tuuliの歴史的な性格は明瞭に取り上げられている。
語り手の生活において、tuuliの語りは宗教的な意味を伴って特定の時期に行ったり、狩
猟のときエゼンの機嫌をとるため語ったりすることは、アルタイ・エゼン信仰および祖先
崇拝の断片を示すと同時に、歴史の語りという性格を帯びると考えられる。中国新疆自治
区オイラト・モンゴル出身の研究者であるタヤは「ジャンガル」の語りについて次のよう
に述べている。
　　 　新疆のオイラト族のジャンガルチたちは英雄叙事詩をこの世の人間に聞かせるため
に語るだけではなく、異界に君臨する神々の世界にも聞かせる目的で語るのである。
このように、英雄叙事詩「ジャンガル」の語りは表向き直接的には「人間の世界」の
聞き手に向けられるが、本質的には彼方の「神々の世界」に在る聞き手に向けられる
［D. タヤ 2008：62］。
　この指摘では、tuuliの語りの行為は聖なる守護神の世界に向けられることが取り上げ
られている。タヤの主張は英雄叙事詩の内容と聞き手の関係について、具体的に言及され
ないが、宗教的な側面から「ジャンガル」の語りは狩猟、婚礼、戦場などで行われ、人間
と神々の両世界の喜怒哀楽を巧みに語り、それを表現し、穢れを浄めたり、疫病や悪霊を
おさめたりして、二つの世界の聞き手に生きる望みを持たせる［D. タヤ 2008：56～62］
という。
　レ・ホルツァバートル（L.QurcabaGatur）によれば、モンゴルの歴史を書きとめた、14
世紀のペルシア語史書「集史」によると、モンゴル人は先祖の歴史を教育として子供に伝
えるので、彼らは自らの系譜を非常に正確に覚え［L.QurcabaGatur1986：11］、また、昔の
モンゴル人はジュゲレ・タイルガという、オボグの祖先祭祀で集団のメンバーが自ら天に
対して出自を語って報告した慣習は、最近まで、オルドス・モンゴルのなかで祖先祭祀を
行う際、成員の一人一人が、祖先に対して系譜を語り上げ、自分の出自をはっきり示すこ
とに痕跡が残っている［L.QurcabaGatur1986：14～15、95］。さらに、レ・ホルツァバート
ルはこのような系譜を覚えて伝えることができるのは、祖先祭祀と密接な関係にあり、オ
ルドスのハタキン氏における、13 のアタ・テンゲリの祭祀はチンギス・ハーンの一族の
祖先祭祀の変形であって、この祭祀において、13 のアタ・テンゲリに自らの系譜を暗唱
するという［L.QurcabaGatur1986：11］。
　ところで、レ・ホルツァバートルは 13 のアタ・テンゲルについては、ホルムスタ・テ
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ンゲリと肩を並べる東の 44 のテンゲリのリーダーと見なし、それをハタキン氏の祖先祭
祀で祭ったのは元朝末からという［L.QurcabaGatur1986：87］。彼は、オルドスのハタキン
氏が、なぜ 13 のアタ・テンゲリを祖先祭祀で祭るかについて言及しないが、モンゴル人
が一般的にこの守護神を祭る理由は、人間、家畜などに被害がないように、洪水、雪嵐、
旱魃といった自然現象を司るアタ・テンゲリを宥めるという［L.QurcabaGatur1986：73］。
筆者は祖先祭祀でアタ・テンゲリを祭ることについて、レ・ホルツァバートルと異なる考
え方をもつ。というのは、祖先祭祀は祖先や祖霊に対して子孫や一族の加護を祈るのであっ
て、系譜を語り上げる相手は一族の祖先に当たるものであるはずだが、そこで祭られる対
象として自然現象を取り扱う守護神が現れるのは、合理的でないと思うからである。一方、
「アタ」という語が「父」を意味するテュルク語に起源することを考慮するなら、祭祀の
祈祷詞に唱えられる「ecige degedU qan mOngke ataG-a tegri （父なる高大な永遠のわがアタ・
テンゲリ）」［L.QurcabaGatur1986：75］と吻合する。そうすると、アタ・テンゲリが男性
祖先としてチンギス・ハーン一族の祖先祭祀に登場することは、疑いの余地はないであろ
う。前述した「叙事詩アルタイ讃歌」のなかに、若帰りしたハーンの供犠を捧げる対象に
「アタ・テンゲリ」と「アルタイ」は肩を並べて登場する。アルタイ・エゼンに女性の祖
先の性格が見られ、「13 のアルタイ」に親族関係が認められるなら、祖先祭祀の対象であ
る「13 のアタ・テンゲル」には、もとより男性の祖先の性格が想定できることにしたがっ
て、親族関係が求められるのではなかろうか。
　こうした、祖先祭祀の場で祖霊に向けて、子孫たる祭祀者たちは、知る限りの先祖を世
代順に自分および家族、子供の名前まで暗唱し、秘伝として祭祀の様子を族外に漏らして
はならない掟のほか、族人に大事に保存される一冊の秘伝書があり、本を喪失したため、
その内容については、レ・ホルツァバートルによっていくつかの推測が挙げられるが、そ
のなかでハタキン氏の歴史に関連する記録かもしれない［L.QurcabaGatur1986：93～95］
という指摘は興味深い。というのは、前述の情報を踏まえて tuuliの語りを考えると、ハ
タキン氏の秘伝書のことは、『元朝史対照補注』（モンゴル語版）のなかの、モンゴル人は
自分の系譜をウリゲル（後述）7) などの語りを通して、伝承するという記述に対応し、特
定の場所で宗教的な意味を帯びて語られる、tuuliと共通の性格を見せるからである。また、
西モンゴルの tuuliにおいて、勇者は 13 のアルタイに所属する諸々の集団を先導する存在
であり、勇者たちは常に出自をはっきり挙げている。勇者が出自をはっきり名乗ることは、
tuuliのジャンル全体において言える。たとえば、「ジャンガル」などでは数世代遡って先
祖の名を述べ、「takil jula qaGan-u Uledel tansuG bumba qaGan-un aci UjUng aldar qaGan-u kUbe-
gUn Uy-e-iyn OnUcin jangGar （タキル・ジュラ・ハーンの後裔、タンスグ・ブムバ・ハーン
の孫、ウジュン・アラダル・ハーンの息子、孤児のジャンガル）」と表現する。したがって、
以下のように考えることができよう。すなわち、語りの目的から言えば、タヤの研究で示
されたように、tuuliの語りは現実の世界にとどまらず、他界の聖なる存在に聴かせる物
語であることと、モンゴル人の系譜や出自は物語の形で、現代の子孫に伝えられる一方、
祖先祭祀などの特定の場で他界の祖霊に対して暗唱されることが、結びついていると思わ
れる。もう少しはっきり言うと、「13 のアルタイ」に語る tuuliと「13 のアタ・テンゲル」
　　　　　　　　　　　　　　　　
7) モンゴル口承文芸の 1ジャンル、学術的には、一般的に昔話に当てはまる。
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に暗唱する歴史は同質のものと考えうる。言い換えれば、語り手の世界において、tuuli
は祖先の歴史である。このことを認めるなら、祖先祭祀の秘伝書のように、本来、tuuli
は一族の「歴史」として秘伝であり、勝手に語るものではなく、慎重に行われる語りであ
り、しかも人間に対して語る伝承というより、むしろ本質的に先祖に向かって語られるも
のであって、人間はその場で傍らから物語を聞く立場にいると思われる。
　モンゴル口承文芸のなかで、tuuliと並んで、Uliger （ウリゲル）という、もう１つのジャ
ンルがあり、学術区分上、昔話のジャンルに当てはまるが、民間における状況は必ずしも
それに限られる概念ではない。その本来の性格を追求すると、Uligerは tuuliの韻文形式を
作製するためのあらましの話であり、Uligerと tuuliの概念は「模範的な勇士の偉業」とい
う「歴史」の内容を散文と韻文の異なるスタイルで語る口頭伝承と考えられる。
　つまり、上述したように、人間が先祖に語り捧げる韻文の tuuliを聞いて覚える物語の
梗概は Uligerの形で子孫の教育として語り継がれる。そのため、tuuliは韻文で作られて旋
律を伴って語る伝承であり、Uligerは tuuliと同じ内容のものだが、人間に対して語る散文
語りの伝承であると考えられる。Uligerを語ることは、「歴史」を伝えるという特定の意
味を帯び、日常の行為と異なる性格をもつが、人間の教育と楽しみに向けられ、比較的、
自由性をもつ。tuuliは専門的な語り手によって語られるものであって［Т.А.Бурдкова 
1966：102］、狩猟の際や災いを追い払うために、特定の時期に語られ、女性の語りは禁じ
られることが広く知られており、宗教性が高い。Uligerと tuuliにおけるこの違いについて、
藤井麻湖はフィールドワークでウリヤンハイのアビリミデというトゥーリチから聴取した
重要な資料を提示している。
　　 　アビリミデというトゥーリチによると、子供のころ tuuliを聞いていて途中寝てし
まうことがよくある。そのとき、翌日、母から話の筋を聞いて覚えるのだという［藤
井真湖教示　2009．５．18］。
　藤井真湖はこの資料を提示し、tuuliを伝承することにおける女性の役割を主張すると
同時に tuuliが女性によって語られない理由について、嫁に来る女性は外族の人間である
ため、一族の歴史である tuuliを他族の歴史と混同する恐れがあるからだという。筆者は
藤井真湖の主張に賛同し、tuuliは一族の秘史の性格を有することを挙げる一方、アビリ
ミデが tuuliを覚える際、母に物語のあらましを聞くことは、Uligerと tuuliの関係を明示
しているほか、tuuliの語りの厳密性に対して、Uligerの語りの自由性および教育の役割を
はっきり示していると考える。
　tuuliの厳密性と宗教的な意味で、トゥーリチはシャマンと共通性をもつ。このことは、
西モンゴルの諸集団の間で広く知られている、いわゆる「アルタイ讃歌」の起源伝説に見
られる。この伝説は以下のようである。
　　 　狩人、ウリゲリチ〔トゥーリチ―筆者注〕、ウジュムルチ（透視者）の３人は遠い
ところの山に狩猟して、数日、歩き回っても獲物に出会わず、ある夜、早く寝ようと
すると、トゥーリチは tuuliを語ることにした。tuuliを語ると、自然界の守護神たち
は狩人の懐、胸、頭、耳、鼻の上に座って語りを聞くが、一人の足が不自由な老婆は
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遅れてきて、急いでいるうちに狩人の鼻から滑り落ちた。それを見てしまったウジュ
ムルチは笑い出したため、トゥーリチは怒って tuuliの語りを中断して寝てしまった。
そのため、守護霊たちは足の不自由な老婆を責め、「あなたのせいで楽しい物語が中
断されたので、明日、あなたの独眼の黒い鹿を彼らの獲物に与える」と言った。ウジュ
ムルチはこれらを見て、喜んで寝た。次の日、狩人が狩猟に出かけると、獲物に恵ま
れた［J.Coloo 1989：28］。
　この説話のなかで、トゥーリチは笑われたと怒って、語りを途中でやめたとなっている
が、異なる視点から解釈すると、この説話は、トゥーリチとシャマンは同じ場面で一緒に
登場しないという慣習の起源譚になり得る。つまり、トゥーリチとシャマン（ウジュムル
チ）ともに守護神の聖なる世界と交流でき、トゥーリチは口で語り、シャマンは目で見て
行動し、他界と交流するが、聖なる世界のことを人間に漏らせない規則を守らなければな
らない。上述した説話では、トゥーリチが怒ったのは、本質的に、ウジュムルチは守るべ
きルールを破って聖なる世界で起こったことを笑い出したからであろう。それゆえに、語
り手のトゥーリチと儀礼専門のシャマンは、同じところで一緒に登場しないことになった
と思われる。また、アルタイ山脈におけるウリヤンハイ集団のなかでトゥーリチは語り手
であると同時にメルゲチ（透視者）でもあり、アンチン（狩人）でもある。「メルゲチ」
という語は「メルゲン」と同じ語源であり、「アンチン」はメルゲン称号の発生する生業（狩
猟）を専らにする人間であり、両者は tuuliの語り手の一身に担われている。トゥーリチ
がシャマン的な性格をもつことは、tuuliの一族の歴史としての存在を明示し、守っている。
　トゥーリチのシャマン的な役割に照らし合わせると、「叙事詩アルタイ讃歌」における
ハーンの若返りと供犠を捧げることは儀礼な的な行為の傾向を示し、聖なる世界との交流
はハーンの死後世界での活動であり、語り手が特異な心理状態で祖霊と接触することを思
わせ、したがって、「叙事詩アルタイ讃歌」の語りは、「アルタイ讃歌」の語りと同様に、
アルタイ・エゼンに向けられる宗教的な行為であると言える。
６．終わりに
　筆者は 2007 と 2008 年のフィールド調査を通じて、モンゴル国アルタイ山脈における西
モンゴル諸集団の社会におけるアルタイ・エゼン崇拝を理解するなかで、これに密接な関
係にある tuuliの語りのありようを観察した。歴史的な経緯のゆえ、仏教が自然崇拝やシャ
マニズム的な信仰概念に取って代わったとは言え、アルタイ・エゼンという土地の主の崇
拝が存続し、tuuliの語りを応用する社会的・文化的・心理的環境は実在するにも関わらず、
tuuliは伝承を支える背後の生活において存在が危うくなっている。
　一方、西モンゴル、なかでも、アルタイ山脈のオイラト・モンゴルの諸集団の tuuliは
学者たちに重要視され、歴史的過程や共同体などの意識形態を示す tuuliの精神、および、
その語りの意義は取り上げられている。かくして、現代社会において伝統文化の保護・援
助プロジェクトが行われている。それにも関わらず、tuuliの神髄といった奥深い大切な
事柄は生活のなかで広く伝えられる傾向は見られず、長老たちの記憶に保たれている。
　本来、tuuliの主人公の勇者は物語の世界において英雄的な祖先であると同時に、語り
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手の世界においても歴史上の祖先たる者であって、tuuliの内容は祖先の英雄的な業績の
歴史であり、tuuliの語りは主に聖なる祖霊に対する讃美の行為である。このことは、現
実生活においても、口承文芸の生活においても、同様に言える。アルタイ・エゼンの信仰
は本質的にヌトックの崇拝であり、そのなかに祖先崇拝の痕跡が見られると同時に、「ア
ルタイ讃歌」や「叙事詩アルタイ讃歌」の考察に見られるように、tuuliの語りの行為と
tuuliの物語はアルタイ・エゼンの信仰に関連する。トルグード、ドゥルベド集団における、
生業技術に由来するメルゲンの称号をもつ勇者の物語において、アルタイの自然環境のな
かに様々な集団の生活領域が設けられ、その一つ一つの集団とヌトックは婚姻や義兄弟の
約束で親族関係を結んで、13 のアルタイのヌトックという概念で纏まり、したがって、
アルタイのヌトック崇拝に精神的に結合されている。
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